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私の専門は日本近現代史である。 「生活」やジェンダー

















綴った日記が収録されている。時期 一九二五年五月から一九二六年 二月であり、渋谷 二〇歳前後の生活記録である。都市近郊農村で農業を営む渋谷は、詩集『野良に叫ぶ』
（万生閣、一九二六）
の著者であり、戦前期に農民運動家














































機能などのいわば「公的記録」の色彩 強かった に対し、日本語を理解したエラ 記録に基づく『須恵村の女たち――暮しの民俗誌』は、当時の「 の女たち」の家庭生活や人間関係に踏み込んだものとなっており、人々の思いがけない姿も浮かび上がってくる。
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